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第２部 

新入試制度改革
を控えて 



2 初等中等教育から大学教育までの一貫した接続イメージ 

※2015年８月２７日 高大接続システム改革会議(第８回) 配布資料より 



3 高校から大学までの接続イメージ 

 ディプロマポリシー    (卒業) 
 カリキュラムポリシー (講義) 
 アドミッションポリシー(入学) 

大 学 

高 校 

大学入学希望者学力評価テスト 

大学入学者選抜 

個別試験(面接、小論文等含む) 



4 高大接続改革の全体イメージ① 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



5 高大接続改革の全体イメージ② 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 

ア 評価テストの結果 ① 知識・技能

イ 個別試験（記述・論述式） ② 思考力・判断力・表現力
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感動報告書
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資格・検定試験の結果
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6 高大接続改革の全体イメージ③ 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 

①＋②    国公立大学<前期>など 
①＋③    国公立大学<後期>、国公立大<ＡＯ・推薦> 
①＋②＋③ 医学部医学科、看護系学科など 
①のみ    私立大センター利用入試など 
③のみ    私立大<ＡＯ・推薦>など 

■現在 

■改革後 
 ①＋②＋③を基本(①、②、③のウェイトは、各大学が
学部ごと、募集区分ごとに決定する) 

 何らかの形で、学力の担保をとる(アドミッションポリ
シーの明確化)     



7 「基礎テスト」の大学入試への利用について 

 2019年度から2022年度(現行課程) 
 試行実施期として、大学入学者選抜や就職には用いず、本
来の目的である学習改善に用いながら、その定着を図る 

 高校実施が基本(会場実施もあり)、参加については希望校
(希望者) 

 ＣＢＴ(インハウス方式)・ＩＲＴ(項目反応理論)の導入を検討 
 出題・・・コミュニケーション英語Ⅰ、数学Ⅰ、国語総合 

 2023年度以降(新課程) 
  大学入学者選抜において活用する場合には、生徒等が自
らの成果を示すものとして自発的に提出することを念頭に、
取扱い上のルールを明確にする 

  就職時の活用において本テストの結果だけをもって予備
選抜の材料として用いられるなど生徒等の可能性が狭めら
れることのないよう配慮する 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



8 「評価テスト」導入について① 

 導入の背景 
 新しい大学入学者選抜に資する方策の一環 
 個別大学における入学者選抜 

 学力の３要素 
 「知識・技能」 
 「思考力・判断力・表現力」 
 「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」 

 学力の３要素について、多面的・総合的な評価が必要 

⇒「大学入学希望者学力評価テスト(仮称)」の積極的
な活用が重要 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



9 「評価テスト」導入について② 

 基本的な考え方 
 ○目的・対象者 
対象・・・大学入学希望者(国公立大必須、私立大任意) 
大学教育を受けるために必要な能力について把握 
知識・技能を十分有しているかの評価 
特に、「思考力・判断力・表現力」を中心に評価 
自ら問題を発見し、答えが一つに定まらない問題に解を見いだ
していくために必要な諸能力を重視 

 大学入学に向けた学びを、知識や解法パターンの単なる暗記適
用などの受動的なもの 

⇒学んだ知識や技能を統合しながら問題の発見・解決に取組む、
より能動的なものへと改革する。 

大学教育では、こうした学びを一層発展させる。 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



10 「評価テスト」導入について③ 

 具体的な制度設計の考え方 

中央教育審議会における審議を踏まえて・・・ 

(１)高校３年生が次期学習指導要領の下で学ぶことが
想定される2024年度(平成36年度)及びそれ以降 

(２)「高大接続改革実行プラン」で「大学入学希望者学
力評価テスト(仮称)」の導入が示されている2020
年度(平成32年度)以降2023年度(平成35年度)ま
での現行学習指導要領の実施期間 

(１)(２)について、それぞれの期間の課題をもとに具体
化に取り組む 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



11 「評価テスト」導入について④ 

①次期学習指導要領下における基本的枠組み(2024年度～) 

次期学習指導要領の趣旨を十分に踏まえ、特に思考力・判断力・表現力を構成する諸
能力をより適切に評価できるものとする 

 地歴・公民については、次期学習指導要領における科目設定等を踏まえ、知識・技能に関す
る判定機能に加え、思考力・判断力・表現力を構成する諸能力の判定機能を強化 

 導入が検討されている「数学と理科の知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を
行う新たな選択科目」(「数理探究(仮称)」)に対応する科目を出題 

 数学、理科については、知識・技能に関する判定機能に加え、思考力・判断力・表現力を構成
する諸能力に関する判定機能を強化 

 国語については、次期学習指導要領における科目設定等を踏まえ、知識・技能に関する判定
機能に加え、例えば、言語を手掛かりとしながら、限られた情報のもとで物事を道筋立てて
考え、的確に判断し、相手を想定して表現するなど、思考力・判断力・表現力を構成する諸能
力に関する判定機能を強化 

 英語については、「書くこと」や「話すこと」を含む四技能について、例えば、情報を的確に理
解し、語彙や文法の遣い方を適切に判断し活用しながら、自分の意見や考えを相手に適切
に伝えるための、思考力・判断力・表現力を構成する諸能力を評価し、民間との連携の在り
方を検討 

 次期学習指導要領における教科「情報」に関する中央教育審議会の検討と連動しながら、適
切な出題科目を設定 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



12 「評価テスト」導入について⑤ 
②現行学習指導要領下における基本的枠組み(2020～2023年度) 

現在、行われている次期学習指導要領の改訂に係る議論の方向性を勘案しつつ、大
学教育を受けるために必要な諸能力をより適切に評価できるものとする 

各教科・科目の出題内容については、以下の方向とする 

 地理歴史、公民については、知識・技能に関する判定機能に加え、例えば、歴
史系科目においては、歴史的思考力等に関する判定機能を強化。単なる暗記
などによる個別具体的な知識の量や細かな知識の有無により判定することが
ないよう出題の仕方を工夫 

 数学、理科については、知識・技能に関する判定機能に加え、思考力・判断
力・表現力を構成する諸能力に関する判定機能を強化 

 国語については、知識・技能に関する判定機能に加え、思考力・判断力・表現
力を構成する諸能力に関する判定機能を強化 

 英語については、「書くこと」や「話すこと」を含む四技能を重視して評価 

試験の科目数については、できるだけ簡素化する 

 地歴Ａ科目、数学Ⅰ、数学Ⅱなどの２単位科目の廃止か？ 

 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



13 「評価テスト」導入について⑥ 
出題・解答・成績提供方式 

①マークシート式問題の思考力・判断力を一層重視した作問 
問題に取り組むプロセスにも解答者の判断を要する部分が含まれるよう工夫 

複数のテキストや資料を提示し、必要な情報を組み合わせ思考・判断させる 

分野の異なる複数の文章の深い内容を比較検討させる 

学んだ内容を日常生活と結びつけて考えさせる 

他の教科・科目や社会との関わりを意識した内容を取り入れる 

正解が一つに限られない問題とする 

選択式でありながら複数の段階にわたる判断を要する問題とする 

正解を選択肢の中から選ばせるのではなく必要な数値や記号等をマークさせる 

結果の表示については、従来の合計点方式のみでは得られない、よりきめ細かい
評価情報により、個別大学の入学者選抜における多面的・総合的な評価を促進す
るため、多様な情報（例えば、素点だけでなく、各科目の領域ごと、問いごとの解
答状況も合わせて提供するなど）を各大学に提供 

 (検討)主として知識・技能を中心に評価する問題と、主として思考力・判断力を中
心に評価する問題とに分けて設定し、各大学で得点比重を判断できるようにする 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



14 連動型複数選択問題とは？ 

※2015年６月18日 第３回高大接続システム改革会議 配布資料より 



15 「評価テスト」導入について⑦ 
出題・解答・成績提供方式 

②記述式問題の導入 

（作問と結果表示） 

国立大学の２次試験で行われているような解答の自由度の高い記述式
ではなく、設問で一定の条件を設定し、それを踏まえて結論や結論に
至るプロセス等を解答させる「条件付記述式」を中心に作問を行うこと
により、問うべき能力の評価と採点等テスト実施に当たっての課題の
解決の両立を目指す。 

  対象教科については、当面、高等学校で共通必履修科目が設定され
ている「国語」「数学」とし、特に記述式導入の意義が大きいと考えられ
る「国語」を優先。2020年度から2023年度までの現行学習指導要領の
下では短文記述式の問題を導入、2024年度以降の次期学習指導要領
の下ではより文字数の多い記述式の問題を導入 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



16 条件付き記述式とは？ 
   (2016年度全国学力・学習状況調査<中学国語Ｂ>から) 

【問】雑誌の記事を読んで、宇宙エレベータについてあなたが疑問に
思ったことを、「なぜ」、「どのような(に)」、「どのくらい」という言
葉のいずれかを使って、二十字以上、四十字以内で一つ書きな
さい。 

【正答例】宇宙エレベータの実現には、どのような課題があるのか。 

【誤答例①】宇宙エレベータのケーブルは、地上のどこに向かって    
       伸ばしていくのか。 

【誤答例②】宇宙エレベータに乗るための費用は幾らなのか。 

      ○宇宙エレベータに乗るための費用はどのくらいなのか。 

×複数の情報を統合し、構造化して、新しい考え方をまとめるための
思考力・判断力やその過程や結果を表現する力 

○表面的な条件に関する指示に従う力 

※国立教育政策研究所ホームページより 



17 「評価テスト」導入について⑧ 

まとめ（１） 
 現行課程(2020～2023年度)と新課程(2024年度以降)に分け
て検討中 

 多様な情報（例えば、素点だけでなく、各科目の領域ごと、問
いごとの解答状況も合わせて提供するなど）を各大学に提供 

 英語四技能に対応した外部検定試験の導入 

 現行課程では短文記述式、新課程ではより文字数の多い記
述式(ＣＢＴ導入との絡み)を導入、記述式は段階評価 

 現行課程は「紙」ベース、ＣＢＴは新課程から 

 実施回数もＣＢＴ導入までは１回 

 難易度はアップ、出題科目は精査 

 「数理探究」＋[情報」に関する科目の間で出題される 



18 「評価テスト」導入について⑨ 

まとめ（２） 当初の提案から無くなってしまったこと 

 基礎テスト 
 学力不問入試をなくすために、入試で利用 
 学力レベル別に２レベルの共通テスト 

 評価テスト 
 「合教科・合科目型」「総合型」の問題を組み合わせて
出題 

 資格試験的利用の促進する観点から、年複数回実施 
 「１点刻み」の評価から脱するために、段階別評価に
よる成績の提供 

 出題科目のスリム化(記述式、英語四技能の導入でむ
しろ複雑化) 

 
 



19 
なぜか、取り上げられない 
大学入試に大きな影響を与える２つのポイント 

入試日程の変化 
評価テストの実施時期と回数 

国公立大個別試験の実施時期と回数 

(上記の２点が確定後)私立大入試日程の変化 

国公立大出願時の「自己採点制度」の有無 
解答や配点の公表の有無および公表時期 

受験生への問題冊子の持帰りを認めるか？ 

段階評価の返却日と２次出願期間 

残念ながら、文科省(審議会)でも議論されていないし、
マスコミもとりあげることはない(無関心)。 

 



20 
高大接続システム改革のスケジュール 

１．高等学校教育改革 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



21 
高大接続システム改革のスケジュール 

２.大学教育改革 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



22 
高大接続システム改革のスケジュール 

３.大学入学者選抜改革 

※2016年３月31日 高大接続システム改革会議「最終報告」より 



23 高校教育・大学教育・大学入学者選抜の改革スケジュール 
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CBT? 

新課程 
CBT? 

新課程 
大改訂 

基礎 
テスト 

評価 
テスト 

プレ 
テスト 

プレ 
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テスト 
詳細告知 

基礎 
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24 高大接続システム改革における問題点 
あくまでも私見ですが・・・ 
まだまだ越えるべきハードルがあると思われます 

経費(複数回実施、記述式の採点、CBTシステム開発) 
労力(出題、総合問題、実施、採点、処理) 
技術(ＣＢＴシステム、コンピュータ採点) 
同意(段階評価や複数回実施についてのコンセンサス) 
各回のテスト間の成績調整、ＣＢＴやＩＲＴへの理解 

負担(英語外部試験受験の受験料) 
格差問題 
 公立高校と私立中高一貫校、都市部と地方、 
経済的に余裕のある家庭と厳しい家庭 

個別試験に手をかけるならば、門前払いの増加 

だからといって、「どうせ、実現できない」「どうせ、先送り」と楽観 
していることは絶対に危険！！ 

今後に発表になっていくであろう具体的な制度設計についての 
正しい情報を手に入れることが一番大切 
 



25 
「大学」の大きな変革期 

⇒大学の機能分化 
グローバル人材育成型大学(Ｇ型大学) 
地域振興の人材育成する大学(Ｌ型大学) 
実践的な職業教育を行う新しい高等教育機関 
                     (職業大学) 

⇒出願要件として示す「評価テスト」の評価 
高すぎると志願者が集まらない 
低すぎると、社会的なステイタスが低下する 

⇒大学の難易度は、1979年度の共通一次試験導入で 
大きく変化したが、40年ぶりの大変化が起きる？ 
 1979年度～・・・旧二期校のダウン、私立大のアップ 
 1987年度  ・・・共通一次前に２次出願、超「強気出願」 

          約10万人の門前払い、約１万人の追加合格 
 

今回の改革による変化① 



26 

受験生への影響 

⇒大学進学の目的の明確化 
 志望理由書、学修計画書の提出の増加を予想 
 エッセイ、面接、ディベート、集団討論、プレゼンテーション
の増加への対策・・・「いい高校生活を実践させる」 

 将来の目標をしっかりと本人が言える⇒難関大の個別試
験は、さらに記述式・論述式中心に 

 国語力・表現力のアップ 
 「ＯＵＴＰＵＴ」する力をつける 

⇒「評価テスト」レベルの学力は早期にクリアしたい 
 第１志望大学の出願要件のレベルをクリア 
 英語４技能外部試験の活用が広がる 
 

 

今回の改革による変化② 


